
 第20回目となる来年は、鶴岡市において
開催される予定です。

鶴岡商工会議所

景況調査
鶴岡商工会議所では、平成22年度より、管内の景気動向を把握するために、会
員事業所を通して四半期ごとの景況（業況、売上、採算（経常利益）、資金繰り）
をアンケートによって調査しています。
※DI値とは、「好転」「良い」「増加」「黒字」とする事業所の割合から、「悪化」「悪
い」「減少」「赤字」とする事業所の割合を差し引いた値を表しております。
 

＊調査対象：会員事業所270社  ＊回答数：179社（回答率66.3%）

・今期（平成29年4-6月）

水準では、前回調査（1-3

月）に比べ、6.7ポイント悪

化し、▲12.4となった。

・対前年同期（平成28年

4-6月）、来期（平成29年

7-9月）見通し、共に悪化

傾向となった。

平成29年4～6月期

●経営上の問題点

付帯調査  平成29年度採用状況

全業種では、「採用あり」が66％、「採

用なし」が34％となり、卸売業を

除いた業種で「採用あり」が

「採用なし」を上回った。

全業種の内訳は、「正社員

を中途採用」が30％、

「正社員を新卒採用」が

22％、「募集なし」が

20％、「非正規社員を採

用」が14％、「募集したが

採用なし」が14％となった。

詳細は、当所HP内「各種統計・

データ」をご覧ください。

■鶴岡市／平成29年9月末現在・人口128,827人・世帯数48,749世帯  ※資料：鶴岡市住民基本台帳人口・世帯数●山形県・鶴岡市のデータ
■山形県内消費者物価指数（平成27年＝100）　※資料：山形県企画振興部統計企画課 ■新設住宅着工戸数  ※資料：鶴岡市経済動向2017.10
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●業況DI（全業種）

・建設業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
従業員・熟練技術者の確保難が挙げられ、人材確保は引
き続き深刻な状況。官公需要の停滞等の声あり。

・製造業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
従業員の確保難、生産設備の不足・老朽化が突出。採用
の内定辞退など、従業員の確保難が挙げられた他、ここ数
年で最も景気が悪いように感じるとの声も。

・卸売業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
販売単価の低下・上昇難が突出し、次いで、仕入れ単価の
上昇、需要の停滞が続いている。

・小売業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
需要の停滞が突出し、次いで、消費者ニーズへの変化への
対応、従業員の確保難が続く。人口の減少・若年層の県外
流出の影響で販売数が減少し苦戦しているとの声あり。

・サービス業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
従業員の確保難が突出し、次いで利用者ニーズの変化へ
の対応、人件費以外の経費の増加が続く。過去に経験した
ことが無いほどの採用難との声あり。

＊＊＊鶴岡市経済動向＊＊＊
鶴岡市の経済に関係する資料をま
とめ「鶴岡市経済動向」として公開
しています。地域経済の動きを知る
ための一資料としてご利用くださ
い。※右記QRコードからダウン
ロードしてください。

（グラフは全業種のデータです）
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鶴
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日
本
の
観
光
政
策
を
統
括
す
る

お
立
場
に
あ
る
水
嶋
次
長
は
、「
こ
れ

か
ら
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
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題

し
て
講
演
い
た
だ
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２
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７
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光
資
源
を
多
数
有
し
て
お
り
、今

後
の
伸
び
代
に
大
い
に
期
待
し
た
い

」と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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る
。

　

ま
た
、2
0
1
9
年
秋
に
は
新
潟
・

庄
内
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。地
域
の
魅
力

を
発
掘
・
発
信
し
な
が
ら
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に《
観
光
に
よ
る
地
域

振
興
》
を
目
指
し
て
お
り
、

T
R
A
IN
 SU

IT
E

四
季
島
やD

C

を
通
し
て
、観
光
流
動
創
造
に
取

り
組
む
」と
の
お
考
え
を
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

お
二
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木
広
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通
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ン
フ
ラ
整
備
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い
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ
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と
し
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意
見
、第
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回
赤
川
花
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会
実
行

委
員
長
の
佐
藤
友
介
氏
が
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通
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
地
域
イ
ベ
ン
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の
運
営
に

つ
い
て
、そ
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ぞ
れ
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し
て
い
た
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き
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た
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そ
の
後
、庄
内
開
発
協
議
会
の

市
町
長
が
水
嶋
次
長
に「
庄
内
地

域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
の
た

め
の
支
援
に
つ
い
て
」の
要
望
書
を

手
渡
し
、地
元
の
熱
い
期
待
を
届

け
ま
し
た
。

　

日
本
海
国
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の
根
幹
を
な
す
日

沿
道
は
、沿
線
の
産
業
経
済
活
性
化
は

も
と
よ
り
、救
急
医
療
施
設
へ
の
搬
送

時
間
の
短
縮
や
災
害
時
に
お
け
る
代
替

路
と
し
て
の
機
能
等
、「
い
の
ち
の
道
」

と
し
て
極
め
て
重
要
な
路
線
で
す
。

 　

平
成
11
年
に
鶴
岡
市
に
お
い
て
第

１
回
目
を
開
催
し
、こ
れ
ま
で
、大
館

市
、能
代
市
、秋
田
市
、酒
田
市
、新

潟
市
の
各
都
市
に
て
、関
係
団
体
が
一

体
と
な
り
、日
沿
道
の
早

期
完
成
へ
の
気
運
を
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
記
念
講
演
は
、

ク
ル
ー
ズ
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イ
タ
ー
・
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ル
ー
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ー
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リ
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上
田
寿
美
子
氏
よ
り「
海

の
大
通
り
を
走
る
！
ク

ル
ー
ズ
へ
の
招
待
状
」、ま

た
、山
形
県
代
表
と
し
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株
式
会
社
庄
交
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
常
務
取
締
役

の
大
川
光
二
氏
よ
り
意
見

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

庄内における
高速交通基盤整備と
地域活性化を
考えるシンポジウム
9/23(土) 東京第一ホテル鶴岡

9/1(金) 秋田市

国土交通省
観光庁次長　水嶋　智氏

東日本旅客鉄道株式会社
営業部次長　内山尚志氏講師 講師

第19回
日本海沿岸東北
自動車道

建設促進フォーラム
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● T C C I  N E W S  I N F O R M A T I O N●

正社員を
新卒採用
22％

採用あり
66％

採用なし
34％

正社員を
中途採用
30％非正規社員を

採用
14％

募集したが
採用なし
14％

募集なし
20％


